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日本語キーボード

気になる配列

日本で販売されているパソコンは、国産メーカーの製

品でも外国メーカーの製品でも、日本語キーボードを標

準装備している。一昔前の米国製品には英語キーボー

ドが搭載されていたこともあったが、いまでは何と言っ

ても日本語キーボードが標準である。

日本語キーボードと英語キーボードとは、一見似てい

る。英字と数字の配列は両キーボードともに同じであ

る。しかし記号の配列が大幅に異なる。またキーの数

も違う。配列の違いが混乱を招く場合がある。タッチ

タイピングができる人、つまりキーボードを見ないで入

力できる人は、指がキー配列を覚えている。英語キー

ボードのつもりで日本語キーボードを打てば困惑するの

が当然だ。

一方で、どのようなキーボードでもマスターできる人が

いる。こういう達人は、キーボードの違いは気にならず、

自動的にスイッチできるそうだ。

高価な英語キーボード

私は英語キーボードに慣れている。残念ながら、私

はキーボードの達人ではない。それで日本語キーボー

ドに問題を感じることが多々ある。

ワークステーションや、デスクトップのパソコンならば、

市販されている外付けの英語キーボードを購入して付

ければいい。問題はすぐに解決する。同じ英語キーボ

ードを、ラップトップのパソコンにも外付けすることがで

きる。私は車で移動するような旅行時にはキーボードも

運ぶ。しかし常時携帯するのは面倒である。

そこで窓の杜 にあるキーボード関係のソフトを

利用して、キーの配置を変更する。これで基本的な機

能は満たされる。ただし日本語と英語ではキーの数が

異なる。完全には代替できない。日本語キーボードの

中には、右端に近いキーの幅が狭くなっている機種が

ある。それが気になってもソフトでは直せない。

友人の中には東芝ダイレクトで海外モデルを購入した

り、IBMのPCドックで英語キーボードに交換したりす

る人がいる。このような道が残されているのは誠にあり

がたい。ただし費用が安いとは言えない。

子供にどちらをすすめるか

キーボードについては、以前の「新・社会楽」で一度

取り上げたことがある（第31回『キーボード談義』97年

8月号）。その当時と比べると日本語キーボードの普及

がめざましい。私は英語キーボードに慣れているので、

どうしても日本語キーボードの欠点が目につく。たとえ

ば、日本語キーボードの右手の受け持つ範囲は、英語

よりも一列多い。指の負担を減らすほうが楽になるよう

な気がする。

一方で、私の友人の中にはカナ入力をする人がいる。

生徒にカナ入力を教えている学校もある。もしカナ入力

をするのであれば、日本語キーボードを選択することに

なる。

国際化の視点で言うと、ハングルが刻印してある韓国

のキーボードも、基本漢字が刻印されている台湾のキ

ーボードも、英語キーボードと同じ配列だ。タイのキー

ボードもタイ文字が刻印された英語キーボードである。

これからの日本の子供は国際的に活発に交流するはず

だから、英語キーボードの配列をマスターするほうがよ

いと考えられる。

他方で、ヨーロッパの現状を見ると、これは国によっ

て相当に異なる。アクセント記号の配置だけでなく、英

字に相当する配列にも種々ある。英語キーボードが万

能でないことも事実である。

今後のマルチメディア時代においてもキーボード入力

は相変わらず重要である。もっとキーボードに注目して、

大いに議論すべきだと思う。
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